
府

令

・

省

令

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
三
条

令
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
は
、
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町

村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
申
請
を
行
う
支
給
決
定
障
害
者
等
が
、
当
該
支

給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

を
提
示
し
、
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
記
録
の
送
信

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条

の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的

記
録
を
送
信
す
る
方
法
に
限
る
。
第
三
十
四
条
の

五
十
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
六
十

四
条
の
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う

場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
支
給
決
定
障

害
者
等
の
個
人
番
号
（
当
該
申
請
に
係
る
障
害
者

等
が
障
害
児
で
あ
る
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て

は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番
号
を
含
む
。）を
記
載

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
三
条

令
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
は
、
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町

村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
申
請
を
行
う
支
給
決
定
障
害
者
等
が
、
当
該
支

給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

を
提
示
し
た
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該

支
給
決
定
障
害
者
等
の
個
人
番
号
（
当
該
申
請
に

係
る
障
害
者
等
が
障
害
児
で
あ
る
場
合
の
申
請
書

に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番
号
を
含

む
。）を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

支
給
決
定
障
害
者
等
の
個
人
識
別
事
項
に
係

る
記
録

（
新
設
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

六

民
事
執
行
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
号
）

七

国
際
捜
査
共
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
九
号
）

八

少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）

九

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
第
百
十
号
）

十

国
際
刑
事
裁
判
所
に
対
す
る
協
力
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
七
号
）

附

則

こ
の
政
令
は
、
民
事
関
係
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日（
令
和
八
年
五
月
二
十
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

政
令
第
百
七
十
号

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
の
二
中
「
船
橋
市
」
の
下
に
「
、
柏
市
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
都
道
府
県
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所
の
所
長
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
機
関
（
以
下
「
都

道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）が
行
っ
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
こ
の
政

令
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
さ
れ
て
い

る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
六
条
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に

係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
政
令

の
施
行
後
、
柏
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
柏
市
長
若
し
く
は
柏

市
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所
の
所
長
そ
の
他
の
柏
市
の
機
関
（
以
下
「
柏
市
長
等
」
と
い
う
。）の
行
っ
た
許
可
、
認

可
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
又
は
柏
市
長
等
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と

み
な
す
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
児
童
福
祉
法
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養

子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に

当
該
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
第
十
六
条
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
、
柏
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
柏
市
長
等
に
対
し
て
当
該
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ

れ
ら
の
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

百
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎




		2026-06-11T09:28:50+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



